
継手施工者（　　　　　　　　　　　　　　　）

受口端面～ゴム輪間隔（b）＜受口端面～ゴム輪最頂部の最大寸法（C）
※1　ライナが受口奥部に当たっている事を、4.5㎜の隙間ゲ－ジを用いて確認する。　
※2　接合直後に、明示した白線が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。
※3　屈曲防止用突部（直管挿し口の場合は挿し口外面）と屈曲防止リングの間に薄板ゲ－ジが入らないこと。

配 管 図 No.
測 点 No.

呼び径・管種

　ＮＳ形継手チェックシート(φ75～φ250） 　　　　　年　　　月　　　日

工 事 名
工 区

現場代理人 主任技術者

管　　No.

管の種類

略図／ライナ

継　　手　　No.

―清　　　　　　掃

―ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ･ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ心出し用ｺﾞﾑの確認

ライナ位置の確認(d部)
※1

挿し口の挿入量の明示(白線)

受口端面～ゴム輪最頂部の最大寸法（ｃ)

―滑　　　　　　剤

明示した白線位置の確認
※2

薄板ゲージの
入り込み量(ｂ)

(ゴム輪の位置確認)

全周チェック

③

④

②

①

⑤

⑦

⑥

⑧

受口端面～白線B
間隔(ａ)

①

⑤

③

⑦

屈曲防止リングの確認
※3

 判定基準

―判　　　　　　　定

5 8

1 6

2 7

4

3

8

5 8

6

7

8

直管受口

異形管受口

1

2 3

5

4

最大寸法 (c)

薄板ゲージ

d 部
b

のみ込み量の実測値(X)

ゴム輪

ライナ

直管受口（ライナなし）

矢視

矢視

a

白線 B

挿入量の明示(白線)

白線 A

ライナ

最大寸法 (c)

薄板ゲージ

b

のみ込み量の実測値(X)

ゴム輪

挿入量の明示(白線)

のみ込み量の実側値(X)
矢視

屈曲防止リング

ライナ

のみ込み量の実測値(X)

ゴム輪最頂部

ゴム輪最頂部
直管受口（ライナ使用）


